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毎年 2回聞かれている本集談会も昭和 46年2月14日
の今回で 16回を迎えた。主として千葉県下の第 l線実
地医家との知識の交流を目指して発足したこの会が，毎
度些やかながらも成果を挙げ，着実な歩みを示して来た
が，今回はことに多数の参会者を得，また活発な討論の
うちにもなごやか!な雰囲気に充ちたものであったことは
御同慶の至りである。
さて東京厚生年金妹尾素淵，平岡真，山崎隆治らは先
天性偏側性多嚢腎 (4才男，左側}の 1例を報じた。本
症はかなり稀で本邦例も 20例以下と思われるが， しか
も経皮的腎孟(実は嚢胞)撮影で術前診断された点は本
邦第 l例であろう。なお反対側腎の検索が要望された
が，もしできればさらに貴重な例となる。国立千葉石川
尭夫は，勝脱血管腫 (8才男)の 1例を報じた。皮膚の
血管腫と対比して，自然治癒の可能性の有無や，何故出
血するかなどの興味ある質疑がなされた。君津中央瀬川
嚢は萎縮勝脱拡張に Scheele氏手術を行なった例の経
過を報告した。術前合併した勝脱尿管逆流が術後消失し
た点， また， 尿中結核菌の寄在の有無と手術時点の問
題，勝脱の炎症の程度と手術時点など多くの意見が交換
された。千大長山忠雄，神谷定治，百瀬剛ーらは教室で
数年来続けられて来た (Cryosurgery)極冷外科の勝脱
腫療に対する応用の一端を紹介した。本法が経尿道的操
作で，出血はほとんどなく，短時間でしかもある程度 
high grade，high stageのものに対しでも適応がある
と述べ，将来に明るい希望を与えた。なお抗腫虜抗体な
どの面での検討が要望された。真鍋薄〈成田日赤七日景
高志(千大)，妹尾素淵(東京厚生年金)らは， 本邦最
大 (37g) とする 75才女子尿道憩室結石の l例を報じ
た。このような例を見聞すると，その地の民度~文化度
が想像されるとともに，ここまで結石を育てさせないた
めにも泌尿器科の PIえをしなければいけないと思わさ
れる。伊藤弘世，並木徳重郎， 安田耕作〈千葉労災)
は，脊髄損傷患者の排尿を Voiding U rethrogramに
およびその周辺の筋群の排尿にかんするJ関与を追究した
きわめて興味ある結果を発表した。排尿時，内尿道口部
のいわゆる funnel形成に差のあることに着目，し，外縦
走筋，中輪筋などの筋群の作用に言及，排尿の生理解明
の大きな stepをわかりやすく説き，今後の研究に多大
の期待を抱かせた。外聞孝雄，片山喬(千大)は外陰部
異常の SurgicalCorrectionと題して，主として男子
の症例につき総説的に述べ;た。包茎， 陰嚢水腫などの
のpopularのものからはじまり，半陰陽に至る多くの異
常の処置法を説いた。がこの中で最も普遍的である包茎
の手術について，その適応~手術時期について多〈の議
論を呼んだ。この討論は学会などでは絶対に聞かれない
種類のもので，集談会なればこその freediscussionが
多くの興味をひいた。神谷定治(船員保険中央)，片海七
郎(千大)らは，最近の国産抗生剤ジョサマイシンの下
部尿路感染症に対する治験を報告した。本剤はもともと
マクロライド系に属し，泌尿器科ではほとんど利用され
ないものであろうが，彼らはその立地条件上，多数例の
尿道炎を扱うため，主としてこれらに用い，急性非淋菌
性尿道炎にはかなりの効果があることを示した。ただ
し，淋疾や，一般の勝脱炎にはあまり期待できないとの
ことである。ここで，尿道炎の治療や，治癒判定につい
て議論が続出し，とかく大学では暗いこの面にかんする
実地医家の真剣な発言は大きな教示を与えた。
ついで，議事を提案通り可決し，症例相談の部に入
札千葉労災より自律神経異常によると思われる男子尿
閉例，松戸市立より精索捻転整復の viabilityについて
の症例，国立千葉から慢性腎孟腎炎の治療法その他，東
京厚生年金から馬蹄鉄腎に血尿を見た例の腫虜の有無に
ついてのレ線，国立習志野から腎奇形にともなう水腎の
本態など，朝倉医院から尿道核窄と見るか否かについて
のレ線，深谷日赤から抗結核剤と手術時期についての検
討症例な Eが出され，多くの討論がなされた。予定時間
を1時間ほど超過し，盛会裡に集談会を終わった。
よって検討し，今回は幻の括約筋とされる尿道内括約筋 JIJj 
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